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論 文 内 容 の 要 旨
地すべり地で, 伸縮計によって観測された地表面ひずみには, 周期性を有する日変化がある｡ 緩慢な滑







られる｡ ところが, 日変化の振幅や滑動状況による日変化の形態の変化からみて, 周期性部分を土地の熱
膨張のみで説明することは難かしい｡ これを2地点の移動で説明し, しかも傾斜面をある地点がずり上る
という説明のしにくさを避けるならば, 日変化は尺取虫の動きに似た追従運動の形態を表わしていること























とづいて明らかにしている｡ 申請者は, 通常の目変化とは異なる, この特異な記録を分析し, 地たり地の
流れを考慮に入れて, 全体の流れと局所のひずみ変化とを綜合的にとらえる観点から一日の温度変化とと
もに, 土地がどのような動きをするかを, 一種の追従運動として説明し, それによる土地の移動量と, 航
空写真解読による移動量とを比較し, 両者が一致することを実験的に証明した｡
申請者は, この事実から地すべりの発生機構のうち, 地表面ひずみの日変化がどのような形態でおこる
かについて考察し, これが地すべりの滑動全般に占める役割を明らかにし, これを確かめるために日本国
内の数ヶ所の地すべり地において観測し, それぞれの地点での地表面のひずみの日変化でその地点での地
すべりの形態を説明している｡ 地すべりの発生機構や破壊的地すべりの予知は現在でも非常にむつかしい
問題とされているが, 申請者の研究は比較的簡単に測定できる地表面ひずみの日変化と地すべり滑動の関
係を明確にしたもので, 今後の地すべりの機構や予知の問題に重要な知見を加えたものである｡
参考論文は地すべりの移動機構について, いろいろの地球物理的方法による調査研究を行なったもので
この分野におけるすぐれた学識と研究能力を持っていることを示している｡
以上を要するに,本論文の研究は地すべりの発生機構,予知の研究に重要な寄与をなしたものといえる｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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